
、

2月号

今金町民憲章

@ 民主主義に徹して生活を合理化Lてi丘性的な町にいたしましょう。

@ 健唐で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。控能をみがき産業の聞尭に努め畳かな町にいたしま Lょう。

@ 教聾をたかめ楽し〈生活できる平和な町にいたしま Lょう。

制 定 昭 和42年10月 16



永
年
の
功
績

を
た
た
え
る1< 

登九広九 加藤

中野三郎九

It 
q 

稲木弘幸九 笠原勝二九 佐久間優一九 安達

鈴木吾良九 高桑京子九 本国一三九

砂

ぷL

久保田庄 九

山崎克治九• • 

国
際
家
族
年
記
念

槍
山
地
区
社
会
福
拙
大
会
開
催

柏
山
地
区
相
会
一制
祉
協
議
会
な
ど

が
主
催
す
る
国
際
家
族
年
記
念
第
花

田
柏
山
地
区
社
会
福
祉
大
会
並
び
に

管
内
地
域
福
祉
推
進
会
設
が
日
月
日

目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
川
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
楠
山
の
社
会
稲
祉
附
係
者

が
一
立
に
会
し
、

こ
れ
ま
で
の
活
動

を
振
り
返
り
、
す
で
に
訪
れ
て
い
る

少
子
化

・
高
齢
社
会
で
の
諸
問
題
的

解
決
に
向
け
た
展
望
を
さ
ぐ
る
な
か

で
‘
長
期
的
な
判
明
占
に
立
ち
、
さ
ら

に
民
間
社
会
初
祉
の
大
切
さ
を
蘇
え
、

心
盟
か
な
地
域
机
祉
社
会
を
推
進
し

て
い
く
た
め
の
共
通
理
解
を
深
的
、

よ
り
些
か
な
福
祉
社
会
を
め
ざ
し
て

い
く
も
の
で
す
。

午
前
中
は
特
別
養
誕
老
人
ホ

1
ム

「旭
ヶ
岡
町
家
」
施
設
長
、
フ
ィ
リ

ッ
プ

・
グ
ロ

ド
氏
の

n
他
全
主
社

会
は
健
全
な
家
抜
か
ら
。
と
題
し
た

講
山
酬
と
柿
山
の
相
会
福
祉
の
発
展
に

功
績
の
あ
っ

た
方
々
の
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。

今
金
町
附
係
者
は
次
的
方
々
で
す
。

。
槍
山
支
庁
長
表
彰

(社
会
縞
祉
市
中

業
功
労
者
)

-
佐
藤
政
太
郎
ぷ

・
多

聞

正

夫

ぷ

・
吉
凶

愉
ぷ

・
安
凹

英

広

ぷ

・
北
村
八
重
子
ぷ

・
河

野

愛

子

ぷ

・
塚

本

信

子

ぷ

・
安

達

栄

て

ど

・
藤

井

ト

シ
ぷ

・
工
藤
佳
子
、
ど

午
後
か
ら
は
「
日
働
者
と
地
減
ケ

ア
」
と
い
う
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ、

3
5
0
名
の
参
加
者
と
も
ど
も

こ
の
間
地
に
対
す
る
真
剣
な
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

式
が
、
菊
花
か
お
る
日
月

Z
目
、
関

係
者
多
数
出
席
の
も
と
町
民
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
功
労
表

彰
叩
名
、
普
行
表
彰
3
名
の
計
日
名

の
方
々
で
す
。

式
で
は
本
年
内
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

町
長
か
ら

一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
記

念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
中
野
三
郎
ぶ

か
ら
甜
締
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
.

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は

長
い
聞
の
苦
労
話
し
ゃ
思
い
出
を
語

り
合
い
、
受
賞
町
立
山
び
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

各
受
賞
者
と
功
制
は
次
の
と
お
り

で
す
。

。
功
労
表
彰

。
中
野

三

郎

ぷ

側

4
期
町
議
会
議
員
に
就
任
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
町
民
業
委
貝
、
平
成
3

年

5
月
か
ら
町
餓
会
級
長
を
歴
任
さ

れ
、
町
内
発
展
と
地
方
自
治
の
擬
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

。
本
国
一
三
ぷ
側

4
期
町
議
会
議
員
に
就
任
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
北
部
檎
山
衛
生
セ
ン
タ

ー
組
合
議
会
談
貝
、
平
成
2
年
6
月

か
ら
町
消
防
団
刷
団
長
と
し
て
活
縦
、

町
内
発
展
と
地
方
自
治
的
指
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞

一〔

(
国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
)
再
又
一曲
貝

渡
辺
二
郎
、
側

種
川

一

…

¥
1
i
jV

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
・

h
-
v
r

h
.，
渡

辺

ぷ

は

昭

和

日

明

年

6
月
か
ら
町

一

陶

士

-ayヘ
ド

国

民

健

康

保

険

速

高

機

会

昔

、

一

・

を
:

、
.a

昭
和
印
年
6
月
か
ら
会
長
と
し
て
医

十

a

，Ebr
;i，
官
、
E
f・
且
・
・
『
療
費
の
適
正
化
対
策
的
推
進
に
取
り

r
i

a-、
組

み

、

早
期
発
見

・
早
期
治
療
な
ど

-

』
，
』

E
E
-
-、可

保
健
医
療
に
対
す
る
非
保
険
者
向
意

一

本
年
度
の
道
杜
会
貢
献
賞
(
国
民
識
高
拐
を
は
か
る
な
ど
国
民
健
康
保

一

一
健
康
保
険
事
業
功
労
)
の
伝
達
式
が
険
事
業
向
円
滑
な
連
当
に
努
め
、
事

一

一
日
月
日
目
、
札
幌
市
の
国
保
会
館
で
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ

一

一
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
渡
辺
二
郎

き

る

も

の

で

す

。

A
Y
金
更
生
保
秘
婦
人
会
貝
と
し
て
福

祉
の
向
上
と
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

。
鈴
木
吾
良
♂
側

多
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員、

今
金
分
区
保
紘
司
と
し
て
稲
祉
の
向

上
と
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

。
山
崎

克

治

♂

制

多
年
に
わ
た
り
町
消
防
団
員
、
町

衛
生
委
員
と
し
て
活
服
さ
れ
、
平
成

5
年
4
月
か
ら
術
生
委
只
会
副
会
長

と
し
て
環
境
術
生
町
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

。
小
泉

健

治

ぷ
倒

。

加

藤

登

ぷ
倒

。

安

達

広

ぷ
倒

。
木
品
武
雄

ρ
側

。
佐
久
間
慌
て
が
倒

。
笠
原
勝
二
ぷ
制

。
稲
木
弘
幸
ぷ
則

。
久
保
田
庄
一

ぷ
側

町
職
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、

今
金
町
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

。
善
行
表
彰

。
苅
桑
京
子
ぷ
側

多
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
貝
、

• • 

オアイスヨンビューター
事務処理開始

町
は
多
様
化
す
る
住
民
要
望
に
正
確
、
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ビ
ュ
タ
ー
を
自
己
導
入
し
、

叩
月
1
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

村
本
町
長
ら
が
町
民
一悩
制
課
窓
口

町
カ
ウ
ン
タ
ー
前

で
テ

l
プ
カ

ソ
ト
を
し
、
端
末
協
を
操
作
し
て
住
民
訴

を
発
行
し
ま
し
た
。

導
入
品
川
西
は
本
年
度
の
住
民
記
録
か
ら
、
概
ね
2
ヵ
年
と
し
、

平
成
6
年
度
、
住
民
記
録
、
印
鑑
証
明
、
選
挙
、
教

育
、
起
債
管
理
、
国
民
健
康
保
険

平
成
7
年
度
、
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
、

凶
民
健
康
保
険
税
、
図
民
年
金
、
公
古
住
宅
料
、
保
育

料
児
童
手
当
、
収
納
包
湖
、
水
道
企
業
会
問

平
成

8
年
度

人
都
管
理
、
給
与
、
老
人
医
療
相

祉
、
健
康
品
目
理
、
財
務
会
計
を
導
入
予
定
で
プ
ラ
イ
パ

ン
ー
の
保
識
と
管
理
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

①
教
古
文
化
、
偉
業
、
市
相
、
関

抗
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
広
い
知

減
、
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
.
国

内
外
で
の
調
査
、
研
修
や
交
流
事
業

へ
の
補
助
。

町
で
は

.
m力
と
魅
力
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
を
批
准
す
る
た
め
、
平

成
7
年
度
の
今
金
町
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
を
募
集
し
ま
す
。

V

要
望
さ
れ
た
事
業
は

寸
今
令
町
ふ

-m一
平
成

7
年
度

一週
一「
今
金
町
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」の
要
望
事
業

U

る
さ
と
川
作
事
業
委
列
会
」
で
検
討

刊
さ
れ
、
同
委
只
会
の
芯
H
比
を
部
品

L

r

て
町
長
が
決
定
し
ま
す
。

h
品
集
す
る
が
業
は
‘
日
体
的
に
は

汰
の
4
品川
口
で
す
。

②
ま
ち
つ
く
リ
の
た
め
の
イ
ベ
ン

l
、

議
刷
会
、
研
修
、
研
究
会
な
ど
の
附

似
に
附
す
る
補
助
。

③
地
場
朕
業
の
育
成
‘
特
産
仙
の
附

党
ド
業

へ
の
補
助
。

hv
端
末
器
の
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
村
本
町
長

④
そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
川
生
に
必
裂

な
事
業
で
す
。

財
源
に
つ
い
て
は
、

2
億
円
の
越

金
か
ら
生
ず
る
お
よ
そ
4
0
0
万
問

が
充
て
ら
れ
ま
す
。

平
成
6
年
度
は
ベ
庁
サ
ス
の
興
第

2
回
受
入
れ
事
業
、
文
化
講
納
会
事

業
な
ど

4
事
業
が
保
択
さ
れ
ま
し
ア
、

F
業
の
佐
川
刷
版
、
悦
山
先
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ω提
出
期
間
平
成
6
年
ロ
月
幻
日

ま
で

ω従
山
先
役
場
企
画
訓
幣
課
企
画

制
強
係
へ

宮
②
l
o
l
1
1
内
線
1
3
3
帯
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な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し

ま
す
.実

演
を
披
露

展
示
会
場
に
は
、
今
年
も
立
礼
式

の
茶
室
が
設
け
ら
れ
‘
着
物
姿
の
女

性
の
お
点
前
で
、
一
服
に
く
る
友
達

同
士
や
家
族
連
れ
は
、
本
格
的
な
茶

菓
を
あ
じ
わ
い
心
を
和
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
的
ハ
ム

ク
ラ
ブ
の
公
開
通
信
‘
い
も
の
槌
煮

牛
乳
の
無
料
配
布
、
農
産
物
の
怖
安

販
売
‘
い
な
り

・
サ
ン
ド
イ
ソ
チ

・

う
ど
ん
そ
ぱ
、
不
用
品
な
ど
の
バ

ザ
ー
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま

し
た
。

0・• 
見
る
人
を

楽
し
ま
せ
定

芸
能
発
表

芸
能
発
表
は

m月
初
日
、
町
民
セ

ン
タ
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
、
勇

壮
な
音
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ

た
狩
場
太
鼓
寸
凶
季
打
ち
し
で
始
ま

り
、
岳
風
会
内
詩
吟
、
カ
ナ
リ
ヤ
会

の
す
ば
ら
し
い
歌
語
、
緑
柳
会
の
あ

で
や
か
な
踊
り
、
民
絡
会

・
民
路
研

友
会
に
よ
る
民
認
め
数
々
、
琴
鈴
会
・

四
方
向
会
に
よ
る
大
正
琴
や
琴
前
奏
、

見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
舞
踊

今
年
で
お
回
目
を
迎
、
え
た
総
合
文

化
祭
が
総
合
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場

に
開
催
さ
れ
、

「
秋
を
彩
る
力
作
、

芸
能
発
表
」
な
ど
に
町
内
外
の
大
勢

の
人
が
訪
れ
、
芸
術
的
秋
を
楽
し
み

ま
し
た
。

多
彩
な
作
口
凹
ガ

体
育
館
い
っ
ぱ
い

日
月

3
・
5
・
6
日
の

3
日
間
、

総
合
体
育
館
を
会
場
に
秋
の
香
り
漂

う
菊
花
を
は
じ
め
、
生
け
花
、
盆
栽
、

写
真
、
押
し
花
、
古
道
、

ち
ぎ
り
絵
、

和
紙
人
形
、
陶
芸
、
俳
句
、
絵
画
、

州財
産
物
や
小

中
学
生
絵
画
書
道
展

示
、
保
育
所
・
幼
稚
闘
児
の
作
品
な

ど
2
0
0
0
呪
あ
ま
り
が
体
育
館
い

っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

「
ピ
リ
カ
泣
跡
」
国
史
跡

桁
定
記
念
肢
の
特
別
展
示
が
あ
り
、

訪
れ
た
人
た
ち
の
感
心
と
目
を
ひ
い

て
い
ま
し
た
。

日
月

3
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
文

化
都
副
会
は
鱗
師
の

「
い
な
む
ら

一

志
」
さ
ん
の
急
病
に
よ
り
、
中
止
と中野準子さんの熱唱(カナリヤ会)

愛
好
会
的
踊
り
の
数
々
、
最
後
を
締

め
く
く
っ
た
音
楽
愛
好
会
の
み
ご
と

な
演
奏
。

会
場
は
明
る
く
華
や
い
だ
寡
聞
気

で
多
く
の
町
民
を
魅
了
し
て
い
ま
し

た
。平

成
6
年
度
の
被
表
彰
者
と
し
て

次
の

4
名
が
日
月
3
日
の
文
化
祭
の

開
会
式
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

O
文
化
功
労
賞

・
問
中
一
夫
、ん
問

〈
今
金
民
絡
会
}

。
文
化
振
興
作
H

.
久
保
田
出
次
ぷ
附

{
ち
ぎ
り
絵
愛
府
会
〉

・
問

砧

利

子
ぷ
問

〈
今
金
む
巡
愛
肝
会
}

・
加

藤

保

♂
附

〈
カ
ナ
リ
ヤ
会
道
南
支
部
}

総合文化祭芸能発表

企手ぷ〈ろを使った手話指導(手話の会)

...盆栽展(日本盆栽協会今金支部)

/ 
.-t ぷまf

』

f
L

企詩吟(岳風会)



河
川
緑
地
管
理
運
動
公
園

ツ
ツ
ジ
植
裁

河
川
緑
地
管
理
運
動
公
園
に
ツ
ソ

ジ
刷
本
が
植
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
月
却
日
に
町
ゲ
ト

ポ
l
ル
ク
ラ
ブ
と
バ

1
7
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
貝
印
名
あ
ま
り
が
ポ
ラ
ン
テ
ィ

‘R 

平成6年度生涯学習講座

りに挑戦

町
教
委
主
似
の
生
雄
学
習
郁
座
、

1
廿
遊
び
の
い
ろ
い
ろ
と
台
町
今
金
i

と
魁
し
て
老
人
柄
祉
セ
ン
タ
ー
で
凧

づ
く
り
が
日
月
日
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

和凧づく

こ
の
日
は
、
印
名
の
小
学
生
が
今

金
老
人
ク
ラ
ブ
只
向
指
導
を
う
け
て

和
凧
づ
く
り
に
挑
戦
、
糸
や
ノ
り
を

使
っ
て
悪
戦
苦
闘
。
う
ま
く
凧
が
あ

が
る
か
ど
う
か
は
家
へ
帰
つ
て
の
お

楽
し
み
と
な
り
ま
し
た
。

お
金
を
出
す
と
何
で
も
手
に
入
る

時
代
で
す
が
、
遊
び
に
使
う
も
の
を

自
ら
作
る
と
い
う
機
会
を
地
や
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
.

平成6年度機動職業訓練

受講生の募集について

場所

受檎資格者

3 • 

4 
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100歳

おめでとうございます

ナヲ九(旭町)

満

高畑

ゆ
月
出
品
目
に
揃

百
成
を
迎
え
た
悶

畑
ナ
ヲ
さ
ん
(
旭

町
)
に
長
舟
を
お

祝
い
し
て
敬
老
金

印
万
円
が
町
長
か

ら
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
百
歳
以
上
向

敬
老
金
は
岩
間
キ

サ
さ
ん
(
栄
町
)

に
つ
い
で
二
人
目

で
す
。

日
畑
さ
ん
は
明
治
U
年
大
野
町
生

ま
れ
、
大
正
2
年
か
ら
夫
と
と
も
に

梨
子
応

「金
光
泣
」
を
話
ん
で
い
ま

し
た
。

満
百
歳
に
な
っ
た
現
在
、
目
と
耳

「
今
金
派
出
所
」
が

「
今
金
交
番
」
に
名
称
変
更

定員

申込締切

7 資格決定日

8 .そ の他

ア
活
動
に
よ
り
植
え
た
も
の
で
す
。

同
公
圏
内
区
域
は
ラ
プ
リ
バ
l
制

度
に
認
定
さ
れ
、
函
館
開
発
建
設
部

と
町
が
一
体
と
な
っ
て
住
民
内
生
活

環
境
内
向
上
や
高
齢
者
対
策
の
一
環

と
し
て
、
利
別
川

町
水
と
緑
盟
か
な

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
活
か
し
、
住

民
的
ス
ポ
ー
ツ
の

場
、
間
い
の
場

イ
ベ
ン
ト
の
広
場

と
し
て
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活

動
を
と
お
し
て
、

う
る
お
い
と
や
す

ら
ぎ
の
あ
る
水
辺

空
間
を
形
成
し
て

い
き
た
い
も
の
で

す
.

機動職業訓練は、季節労働者の安定雇用.通年府用

的場を硫立するための訓練であり、受講者は最1':''190日

tB'Jの服用保険の受給ができ、訓練 1日につき 590円の

受講手当が支給されます。

1.訓練科自 主主築技術科

2. 期 間 平成 7年 1月11日から平成 7年 3月

27日まで350時間

今金町技能者会館(旧母と子町家)

服用保険法に基づく特例j受給資楠者

であり、 2年連続して受講しないも

のとする。

官事情により この限りでない場合があ

りますので、事前に硲認臨1います.

20名

平成 6年 12月19日

ただし、定員に達し次第締め切ります。

平成 6年 12月21日

希望者が 6名以下となる場合は中止

あるいは北柏山町での受講となる場

合もありますので、あらかじめご承

知下さい。

また 、資枯決定日以後肉離職に なり、

同時に手続きについても遅れる場合

は、最大 1月JO日まで認められます

ので、その場合は申込締切日までに

その旨ご連絡 Fさい。

聞い合わせ先及び申込

5 • 

s 

道
普
は
日
月
1

日
か
ら
全
道
内
山
首

祭
官
派
出
所
の
名

林
を

「交
番
」
に

変
聞
記
し
ま
し
た
。

「
交
帯
」
は
地

域
住
民
に
な
じ
み

の
深
い
名
称
で
す

が
、
正
式
な
名
称

と
し
て
拘
一
市
さ
れ

• • 
役場経前官1¥商工観光諜

年
末
に
行
う
大
帰
除

を
、
俗
に
「
す
守
払
い
」

と
い
い
ま
す
。
手
ガ
居

力
怠
い
天
井
の
す
す
や
、

ふ
だ
ん
は
で
き
広
い
床

下
の
ご
み
を
き
れ
い
に

取
り
除
い
て
、
家
中
を

写
っ
か
り
き
杓
い
に
す

る
掃
除
の
こ
と
で
す
。

F

疋
し
か
に
フ
モ
の
巣
ガ
は

，

っ
て
い
た
り
、
ほ
こ
り
で
薄

田，

活
れ
て
い
吃
り
し
て
い
る
天

喧
凶

井
は
、
回
目
だ
自
に
も
い
い
も

一
号
」

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
室

一刊

と
ま
至
で
は
、
天
井
の
素
材

一冷

や
作
り
も
遣
い
、
帰
除
の
万

一
M

法
も
遣
い
ま
す
ガ
、
日
常
の

一汀

帰
除
の
墓
本
を
覚
え
て
お
き

一=
J

ま
し
ょ
う
一
。

帯
、

ハ
タ
キ
で
パ
タ
パ
タ
と
天

-
h

井
の
ホ
コ
リ
怠
ど
を
払
い
落

唱

と
写
と
、
逆
C
ホ
コ
リ
を
部

『

屋
中
に
ま
き
敏
ら
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
柄
の
長
い
ホ
ウ
キ
の
売
己
、
百

い
タ
オ
ル
ガ
ポ
口
市
を
巷
き
つ
け
、

さ
ら
に
そ
の
上
に
古
い
ナ
イ
ロ
ン
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
を
力
ぶ
せ
て
、
ホ
コ
リ

や
ク
モ
の
巣
を
門
ゆ
で
る
よ
う
に
し
て

取
り
ま
す
。
天
井
巳
こ
び
り
つ
い
芝

古
い
ク
モ
の
巣
は
、
包
く
絞
っ
疋
一
切

で
水
ぶ
き
を
し
て
取
り
ま
レ
ょ
う。

一
度
使
つ
疋
ナ
イ
ロ
ン
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
は
、
掃
除
の
疋
び
に
取
り
替
え

〕B
 

〔

が
少
し
弱
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
と

て
も
元
気
で
、
身
支
度
な
ど
も
人
の

手
を
伯
り
ず
に
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
健
康
に
儲
意
し
て
長
生

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
と
の
親
和
感

を
一
層
強
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

昨
年
ロ
月
に
新
築
さ
れ
た
ば
か
り

の
、
北
格
山
警
察
署
今
金
交
番
で
も

「
今
金
交
番
」
の
新
し
い
看
板
が
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。

交
番
に
は

n

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー

ム
e

も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
防
犯
相

談
困
り
ご
と
相
談
な
ど
、
地
域
内

生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
と
し
て
気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
し
ょ
う
一
。
そ
う
し
芯
い
と
取
れ
疋

ホ
コ
リ
ガ
、
天
井
巳
く
っ
つ
い
て
し

ま
い
ま
す
。
化
学
ハ
タ
キ
を
使
う
の

も
い
い
で
し
ょ
う
。
な
で
る
感
じ
で

ホ
コ
リ
を
取
り
ま
す
。
し
か
し
、
古
川

張
り
の
天
井
や
白
木
の
天
井
に
使
う

の
は
、
避
け
だ
ほ
う
刀
い
い
で
し
ょ

う
。
跡
ガ
残
っ
て
し
ま
う
恐
れ
ガ
あ

り
ま
す
o

p
h

簡
単
な
万
法
は
、
帰
除
機

自
問

を
使
つ
て
の
ホ
コ
リ
の
吸
い

道

取
り
で
す
。
延
長
官
に
、
丸

小

口
ブ
ラ
シ
を
つ
け
て
吸
い
取

怠
B

り
ま
す
。
し
か
し
、
重
い
帰

機

除
機
を
片
手
巳
し
て
の
天
井

陰
剛

掃
除
は
疲
れ
ま
す
。
掃
除
機

掃

を
タ
ン
ス
の
主
力
踏
み
台
巳

や

置
い
て
使
う
と
ラ
フ
で
す
。

辛
守

年
に
一
度
の
「
す
す
払
い
」

向
J

芝
け
で
な
く
、
定
期
的
に
年

ホ

ニ1
四
回
程
度
、
掃
除
を
し

て
お
け
ば
大
掃
除
だ
か
ら
と

い
っ
て
太
騒
ぎ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
ね
。

〕7
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寒
昇
地
区
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ

待
望
の
温
泉
湧
出• • 

み
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つ
ら
い
仕
事

神
丘
小
5
年

安
藤

和
兄
ち

ゃ
ん
お
そ
い
主
あ

と
思

っ
た
。

僕
と
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

ゆ
っ
く
り

き
れ
い
に
や

っ
て
行
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
て

「
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
す
ご
く

は
や
い
な
あ
。」

と
思

っ
た
。

侠
は
、

あ
ず
き
を
ま
と
め
る
仕
事

だ
。
あ
ず
き
を
ま
と
め
て
、
さ
ん
か

く
に
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
大
変
だ
。

そ
れ
か
ら
約
一
時
附
し
て
和
兄
ち
ゃ

ん
が
来
た
。
そ
し
て
、
僕
と
和
兄
ち

達
裕
ど

「
あ
あ
あ
。
」
と
、
僕
は
起
き
た
。

す
ぐ
供
は
、
ご
は
ん
を
食
べ
た
。

七
時
三
十
分
に
あ
ず
き
た
て
に
行

っ
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関
係
者大

喜
び

ドラム缶の露天風自に入り、大喜びの子供たち

日
月

ω目
、
今
金
保
育
所
町
子
供

た
ち
が
、
先
月

4
日
に
湧
出
し
た
ば

か
り
の
温
泉
に
入
り
、
露
天
風
呂
を

楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
露
天
風
呂
は
「
ド
ラ
ム
缶
で

温
泉
に
入
ろ
う
会
」
(
会
長
栗
城

敏
雄
)
が
用
意
し
た
も
の

で
直
径
約

3
い川
、
深
さ
約

Z
U
円
上
げ
底
に
し

た
大
き
な
ド
ラ
ム
缶
で
、
旧
制
削
ヤ
グ

ラ
円
近
〈
に
般
世
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
川
岡
山
肌
は
、
同
会
が
専
門
的
地

質
撲
名
に
委
託
し
て
別
査
を
進
め
、

湧
出
の
可
能
性
が
高
い
と
し
て
、
町

が
来
日
開
地
区
で

6
月
初
め
か
ら
約
7

千
万
円
の
予
算
で
温
泉
ポ
ー
リ
ン
グ

を
し
て
い
た
も
の
で
す
。

掘
削
深
度
1
0
0
2
幻
地
占
で
温

泉
町
出
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
地
下

2
5
0
れ
の
所
に
設
置
し
た
く
み
上

げ
ポ
ン
プ
に
よ
り
乳
白
色
町
塩

っ
ぽ

い
温
泉
が
初
き
出
す
と
関
係
者
ら
は

大
忍
び
。
現
夜
、
出
度
約
何
度

C
、

湯
量
約
何
分
1
2
0
μ
で
、
成
分
分

析
を
進
め
て
い

ま
す
.

今
後
、

制
度

-
m閉円
叫
・
成
分
な
ど

を
考
慮
し
て
活
用
方
法
が
検
討
さ
れ

ま
す
。

ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
が
、

「
お
っ
せ
ζ

な
あ
、
前
は
よ
。
」
「
本
当
に
お
そ
い

な
あ
蛸
兄
ち
ゃ
ん
は
よ
。」

侠
は
、
少
し

い
や
に
な

っ
た
.
や

っ
と
三
十
分
た

っ
て
二
列
終
わ

っ
た
。

侠
は
、
た
め
息
を
つ
い
た
。
「
は
あ

あ
。
」
「
も
う
い
や
に
な

っ
た
な
あ
。

」

寸
あ
と
ち
ょ
っ

と
で
お
わ
り
だ
J

僕
は
、
「
少
し
こ
し
が
い
た
く
な
っ

た
。
あ
と
少
し
だ

あ。」

と
、
思

っ
た
。

そ
し
た
ら
梢
兄
ち
ゃ
ん
が
来
た
。
そ

れ
か
ら
ま
た
や
っ
て
こ
し
が
い
た
く

L

っ
-
E

サ
向
。
，
ナ
八

よ
う
や
く
十
時
ご
ろ
に
お
わ

っ
た
。

「
俄
は
、
ち
ょ

っ
と
良
家
は
つ
ら

い

な
あ

J
と
し
み
じ
み
思
っ
た
.
朝
早

く
起
き
て
す
ぐ
仕
郁
に
か
か
る
と
い

う
こ
と
は
、
大
変
だ

っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
う
ち
ょ

っ
と
親

に
ゃ
く
だ
ち
た
い
と
思
う
。

平成7年4月から ~ 

雇用保険が変わります

日
齢
化
や
女
性

的
職
場
進
出
が
進

む
中
で
、
働
き
や

す
い
職
場
作
り
を

援
助
す
る
た
め
に
、

失
業
し
た
場
合
内

生
活
の
安
定
を
図

り
再
就
職
を
援
助

す
る
従
来
的
失
業

給
付
に
加
え
、
高

年
齢
雇
用
継
続
給

付
と
育
児
休
業
給

付
の
二
つ
の
新
制

度
が
来
年
4
月
l

日
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
.こ

の
給
付
制
皮

肉
創
設
に
よ
り
、

定
年
退
職
後
も
働

き
続
け
て
い
き
た

い
方
、
育
児
の
た
め
に
一
時
仕
事
を

休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
や
そ
の

よ
う
な
従
業
只
の
方
を
雇
用
す
る
事

業
主
的
方
を
、
混
用
保
険
制
度
が
援

助
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。高

年
齢

継
続
給
付
と
は

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
て
、
高
齢

• • 
者
向
働
く
意
欲
に
応
え
、
日
成
か
ら

間
山
成
ま
で
の
継
続
応
用
を
促
進
す
る

た
め
に
、

ω歳
以
上
町
∞
成
未
満
的
被

保
険
者
で
あ

っ
て
被
保
険
者
期
間
が

5
年
以
上
あ
る
方
が
、
曲
歳
時
占
に

比
べ
て
質
金
の
額
が
お
%
未
満
に
低

下
し
た
状
態
で
働
い
て
い
る
場
合
、

印
歳
以
後
の
賃
金
的
抜
高
お
%
相
当

額
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

〕自〔

育
児
休
業

給
付
と
は

女
性
の
杭
撲
-
一

l
ズ
に
対
応
し
て
、

育
児
に
よ
る
休
業
や
そ
の
後
の
脱
場

復
帰
を
援
助
す
る
た
め
に
、
育
児
休

業
を
開
始
す
る
前
2
年
間
に
通
常
的

勤
務
を
し
て

い
た
期
間
が
ロ
ヵ
月
以

上
あ
る
被
保
険
者
町
方
(
男
女
を
問

い
ま
せ
ん
)
が
、

1
歳
未
満
の
子
を

養
育
す
る
た
め
に
育
児
休
業
を
取
得

し
た
場
合
、
育
児
休
業
期
間
中
に
、

育
児
休
業
開
始
前
向
賃
金
の
ぬ
%
相

当
額
が

職
場
復
帰
し
て
か
ら
6
ヵ

月
経
過
後
に
、
そ
の
5
%
相
当
制
×

休
業
期
間

(休
業
月
数
)
分
が
支
給

さ
れ
る
制
度
で
す
.
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(平成時 10月 1日生まれ
南提町西勝明弘、 桔費、町長女 ! 
[親から
時々、お兄ちゃんを泣かせる私はこれ 。
も女の子よ
趣昧はドライプ、もちろん大肝きなォ i
ヤプリとネコ町ぬいぐるみもー紺
んな私ですけどヨロシークネ !!
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役
場
・
国
保
病
院

休
み
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
は
次
の
と
お
り
休
み

と
な
り
ま
す
。
緊
急
用
務
の
と
き
は

笹
備
員
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

月日 世場 病院

12月30日 御用納め 平常通り

31日

l月l日

2日
全休

3日 全休

4日

58 

6日 御用姑め

7日 平常通り 平常通'J

インフョrメーション

水

道

の

凍

結

に

注
意
し
ま
し
ょ
う

毎
年
こ
の
時
期
は
水
道
町
凍
結

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
出
か
け

や
寝
る
前
に
戸
じ
ま
り
と
一
緒
に
水

道
的
水
ぬ
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

万
一
凍
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か
ら

床
面
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き
ん
か
タ
オ

ル
を
巻
き
、
熱
湯
を
か
け
日
分
く
ら

い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
水
が
で

ま
す
.

い
〈
ら
熱
湯
を
か
け
て
も
水

が
で
な
い
場
合
は
、
次
の
水
道
指
定

業
者
に
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

小
山
設
備
工
業

②

2
5
7
4

・
佐

々

木

金

物

側

②

0
1
3
7

仰
多
国
鉄
工
設
備
②
0
1
0
8

山
形
住
宅
設
備

②
1
3
2
0

検診を受けて明るい健康づくり

12月みんな

渡
辺
住
宅
設
備

②

2
6
5
4

{
水
道
制
排
水
道
係
}

新
築
家
屋
な
ど
の

届
け
出
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
事
務
の
た
め
、
家

屋
内
新
築
、
改
築
、
増
築
、
取
り
壊

し
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
課

資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈税
務
課
資
産
税
係
V

除

排

雪

作

業

に

ご

協

力

を

グ

宮
町
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
路
上

組
事
が
あ
り
ま
す
と
、
除
訓
官
作
業

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
型
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
経
済
部
建
設
課
}

あ
な
た
の
国
民
年
金

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納

め

ま

し

ょ

う

立
つ
も
の
に
す
る
た
め
に
も
で
き
る

だ
け
長
い
期
間
納
め
て
お
く
こ
と
が

必
袈
で
す
。

未
納
に
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
手

元
の
納
付
啓
で
、
す
ぐ
に
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う
。

〈町
民
福
祉
課
年
金
係
}

ス
ト
ッ
プ

・
ザ

飲

酒

運

転

グ

年
末
年
始
を
迎
、
ぇ
、
飲
酒
的
機
会

が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
々
は

「賀
任
」
を
自
覚
し
た

う
え
で
お
澗
を
楽
し
み
、
飲
ん
だ
ら

絶
対
に
巡
転
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

本
年
度
に
入
り
、
北
楠
山
岩
管
内

で
印
件
あ
ま
り
の
飲
酒
運
転
に
よ
る

検
挙
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
向
半

数
が
今
金
町
住
民
で
す
。

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
を
励
行
し
、

交
通
安
全
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

〈
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
}

冬
期
季
節
的
休
職
者
を

対
象
と
す
る
集
団
現
地

選
考
会
の
実
施
に
つ
い
て

国
民
年
金
に
加
入
し
た
か
ら
と
い

っ
て
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
老
齢
基
礎
年
金

-
隣
告

基
礎
年
金
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

将
来
、
国
民
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
臥
則
と
し
て
公
的
年
金
へ

の
保
険
料
納
付
が
お
年
以
上
必
要
で

す
。
年
金
を
老
後
の
生
活
で
よ
り
役

• • 
冬
期
間
、
逃
外
就
労
を
希
製
す
る

方
の
た
め
、
東
京

・
神
奈
川

・
干
諜

・

崎

玉

愛

知

・
大
阪
な
ど
の
潟
裂
地

へ
の
集
団
現
地
選
考
会

(
就
労
期
間

は
、
お
お
む
ね
4
カ
月
以
上
6
カ
月

ま
で
)
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

項 目 対 輩 者 実施日 時 問 対陸地区 実施会場 描 考 お知らせ

① 乳児相談 生桂6，9ヶ月児 1日同
畳付

全地区
町民

身体計側、保健指導
12:30-13:0日 センタ

② 離乳量購座 生陸 4-11ヶ月児 I目同 14: 00-15: 30 " " 講義、実習

5日開)

③ 一般相談 全 住 民
12日開)

10・00-12: 0。" 
老人補祉

保健指導、世康相談
19日開) センター

26日開)
受付

6日同
9:00-9:20 
13: 00-13: 20 検語、染め出し、プラッゾン

@ 歯科験器 1歳~就学前幼児 !7: 10-17: 30 " 
町民

グ指導、フッソ塗布、保健指

受付
センター

導、虫歯進行止

7日同 9:00-9:20 
13: 00-13 : 20 

受付
尿検査、血液検査、歯科指導

⑤ 妊掴健睦 妊婦の方 13日開 M 国保病院 ヲ世聾指導、保健指導、医師器
13 回-13:30 

事(有料)

⑥ 般脱健睦 生観 3ヶ月児 13日同
畳付

" 
今金

股関節X線媛影
13: 00-14 : 00 保健所

⑦ 宵児講座 生佳 3ヶ月児 15日同
受付

" 
岡町 民 身体計測、保健指導、健康相

9 : 30-10 凹 セノター 談

⑥ 乳児健静
生桂 4、 7、

15日同
受付

" " 
身体計担、保健指導、来聾t旨

1 0、 12ヶ月児 12: 30-13: 00 導、医師話事、歯科指導

⑨ 
知医地底

全 住 民 20日同
受付

" " 耳鼻科
巡回診療 14 : 20-14 : 50 

(町民福祉課衛生届 ・国保保)

よくかんで

健康づくり
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社会福祉協議会だより 6 11. 10 

※光の里学園、豊寿園、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

〈東京 都〉 若松小中学校 P T A 

全国納豆組合連合会 大 口 商 庖

〈千葉県〉 〈今金町〉

富 本 軍司 目リ 大 倉 啓太郎

〈札幌市〉 白 石 「 フ ァ ミ リ ー ズ 」

民生直童委員協議会 奥 井 宕、 男

札幌幼児保宵専門学校 本 塚 栄 作

〈函館市〉 種川老人クラブ

佐 E事 勇 治 メ寸ミ 野 伝

(;.工 差町〉 平日 田 此希男

楢山支庁地区 菊 寿 司

交通安全推進協議会 菅 昭 夫

〈奥民 町〉 種川小学校児童会

中 キサ 初 枝 明治生命保険 (相)

〈乙部 町〉 加藤・大場

上 政 d寸h 金 農 協

〈北櫓山町〉 パチンコボンボン

社会福批協議会

の
で
、
稲
川
里
者
は
当
日
こ
来
場
く
だ

F
P

、
。

ー
し

1
、
開
催
日
時

平
成
7
年
1
月
日

日
幽

揚
の
浜
ホ
テ
ル

(
函
館
市
湯
の
川
)

3
、
お
間
合
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函

館
労
働
諜
窓
口

2
0
1
3
8
l
お
1

0
7
3
5

2
、
ム
E

会品

「
特
設
人
権
心
配
ご
と
相

談
所
」
の
開
設
に
つ
い

て函
館
地
方
法
務
局
と
函
館
人
総
擁

議
委
貝
協
議
会
で
は
、
人
権
擁
髄
活

動
向
一
環
と
し
て
次
の
と
お
り
「
人

権
心
配
ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

• • 
子
供
の
こ
ろ
、
「
よ
く
か
ん
で
食

べ
な
さ
い
」
と
親
に
し
か
ら
れ
た
経

験
を
持
つ
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。
か

む
と
い
う
刺
激
に
よ
っ
て
、
あ
ご
や

歯
肉
が
発
達
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
か

む
こ
と
は
、
食
べ
物
を
細
か
く
か
み

砕
く
だ
け
で
な
く
ツ
パ
の
出
を
よ
く

す
る
た
め
に
も
な
る
の
で
す
。
ソ
パ

に
は
発
ガ
ン
物
質
を
毒
消
し
す
る

細
菌
を
抑
え
る
歯
を
固
く
丈
夫
に

す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
が
あ
り

ま
す
.
こ
の
よ
う
な
、
か
む
こ
と
は

健
康
に
こ
ん
な
に
い
い
/
と
い
う
8

つ
の
効
果
を
次
に
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

す
。
担
当
者
は
、
人
権
擁
級
委
貝
と

法
務
局
職
員
が
当
た
り
、

児

童

生

徒
の
い
じ
め
、
家
庭
内
の
い
き
こ
ぎ
、

他
地
借
家
、
不
動
産
、
登
記
、
相
燐

関
係
等
、
身
近
な
法
律
問
題
や
心
配

ご
と
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
む
ず
か
し
い
手
続
き
も
必

要
な
く
、
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
か
ら

お
気
較
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

。

と

き

平

成

6
年
ロ
月

H
日
制

午
前
刊
時
i
午
後
3
時

。
と
こ
ろ
町
民
セ
ン
タ
ー

民
地
元
町
人
倫
機
秘
委
員
は
次
の

3

名
で
す
.

狭
間
勝
昭
ぷ
、

大
谷
長
陥
ぷ

阿
知
波
公
子
、h
、

(
頭
文
字
を
と
る
と
ぷ
十
弥
呼
の
曲

が
い

i
ぜ
H

と
な
り
ま
す
)

ま
た
、
栄
養
だ
け
で
な
く
歯
ご
た

え
も
味
わ
う
上
で
は
大
事
な
嬰
紫
で

す
.
ど
ん
な
に
お
い
し
い
味
付
け
の

も
の
で
も
、
ど
ろ
ど
ろ
の
状
態
に
し

て
飲
み
込
む
だ
け
で
は
お
い
し
さ
を

感
じ
ら
れ
な
い
で
す
ね
.
お
い
し
さ

は
か
む
こ
と
を
通
し
て
初
め
て
感
じ

ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

現
代
人
の
食
事
は
戦
前
と
比
べ
て

か
む
回
数
が
半
分
以
下
と
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
忙
し
い
生
活
、
洋
風

向
食
事
、
脂
肪
円
多
い
加
工
食
品
を

と
る
機
会
が
酬
唱
え
て
い
る
こ
と
な
ど

生
活

・
食
習
悦
の
変
化
に
原
因
が
あ

り
そ
う
で
す
。

よ
く
か
む
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て

は
一
口
に
つ
き
何
回
か
む
か
を
目
標

に
す
る
よ
り
も
、
食
べ
物
自
体
の
調

理
法
を
か
え
て
か
み
ご
た
え
の
あ
る

食
事
に
す
る
こ
と
で
す
。
火
の
と
お

り
や
す
い
も
の
は
大
き
く
切
る
、
フ

ラ
イ
や
焼
き
物
な
ど
に
し
て
水
分
を

少
な
く
す
る
、
い
つ
も
の
料
理
に
か

み
ご
た
、
え
の
あ
る
も
の
を
加
え
る
な

ど
で
す
。

「
か
む
回
数
を
増
や
そ
う
」
と
い

う
よ
り
、
む
し
ろ
ゆ
っ
た
り
と
「
食

べ
物
内
昧
を
じ
っ
く
り
味
わ
お
う
」

と
い
う
気
持
ち
を
大
事
に
し
た
い
で

す
ね
。
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栄
養
ド
リ
ン
ク
を
配
り
安
全
運
転
を
訴
え
る

固いつまでもお Lあわせに

%成田 正 春さん(中トマンケン)=竹内美智代きん(八 卦i
M八重樫和宏九(高英町)ニ伊藤祐美子さん(岩見点市)

%小野尚孝九晴見町)=岡嘉代子な(本町)

%山本 昭弘丸(瀬棚町)ニ川崎伊津子九(末広町)

町

進

ン

シ

昇

町

町

石

和

マ

美

栄

花

大

日

ト

ケ

媒

高

南

上

女

女

男

女

女

男

女

長

2

長

長

2

長

長

ん

ん

ん

ー

ん

λ

i
ん

iん

さ

き

さ

き

さ

さ

4

う

齢

十

等

勉

枇

ト

ト

ー

日

日

日

日

日

日

日

τ

3

4

7

8

9

L

-3
 

k
J
1

1

2

2

2

:

!

 

日

月

月

月

月

月

月

月

1

0

0

0

o

o

-

-

A
I
'

1
A

可
i

t

4

1

4

可
A

1

A

1

A

よ

'、

む
な
.
な

?な

e

句、

九、

じ

の
乃

江
琴
相
介

s希

-
子
州
平
か
佳

ん

り
梨

H

陽
M
瑞
恥
結
川
酬
明
い
生

た

川

ぁ

彩

お

西

谷

川

部

田

原

平

園

小

長

森

阿

中

松

大

画 おくやみもう Lあげます

松田大五郎な 10月22日 70歳住 吉

中島ハノレエ九 10月23日 74歳住 吉

積田鶴雄九 10月27日 67歳八東宝田
森川 幸子九 II月 2日 62歳 トマンケン
阪井光夫、 11月 4日 74歳中種川

高木トクノ な 11月11日 94歳盟寿園

犬塚アサノ 九 11月13日 90歳豊寿園

阪井ソノレエ九 11月14日 71歳寒 昇

※ 11月15日畳付分まで記紘

やや令 住民の動態令やや

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(iiiJ月女す比)

(-3) 

(-2 ) 
(- 1 ) 

(+ 7 ) 

日
月
1
日
に
今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ

ブ

(

会

長

本

田

一
三
)
に
よ
る

交
通
安
全
街
頭
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し

た
北
檎
山
警
察
署
の
協
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交通事故でケガをした、財産をだまし取られた、お金

などとあきらめずに、検察審査会にご相

発

ちったことのよしあしを審査する国の機関です。相談は無

華 料で秘密は固く守られます。ー

道 お問い合わせは、函館検察審査会事務局まで
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こんな不満をお持ちの方は、検察官が決めたことだか

で選ばれた 11人の審査員によって、検察官が起訴しなか

を脅し取られたなどの被害にあい、警察や検察庁に訴え

検察審査会は、選挙権を有する国民の中から 「クジ」
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こんなときは

検察審査会へ

0138-42-2151 

12月の休日当番医
富田医 院 ( 今 金 )

今金町国保病院 (今金)

道南ロイヤノレ病院 (北柏山)

岩間医 院 ( 今 金 )

北柏山町国保病院 (北柏山)

今金町国保病院 (今金)
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